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 2022 年のロシア情勢をネットで調べました。 

 
上記の記事はロシア語でネットに掲載（翻訳しました）しています。 

主な内容は、ロシア産広葉樹原木に中国人が密接に関係している事を書いています。 



 



 前ページに掲載している写真はグーグルの検索で見つけました。膨大な木材資源を抱え
ているにも関わらず、ロシア国内の住宅部材の供給も妨げられているとも書いてありま
す。ロシアは旧の社会主義体制です。民主化されても汚職・腐敗等は無くならないのが現
実の様に感じました。プーチン大統領は西側の大統領・首相より遥かに権力組織を固めて
いますが、広大な国を統治するのは簡単ではないと思います。パンデミックが収まってい
ない時期とロシア産材の輸出禁止が重なって木材価格の高騰が始まったのですが、木材の
供給及び価格が何時の時点でバランスが取れてくるのかは全く解りません。国内産の針葉
樹・広葉樹とも、しばらくは混乱が継続すると考えています。 
 

2022 年度の小生の予測 
 細木数子さんがお亡くなりになったのが昨年 2021 年でした。彼女の占いに元ジャイア
ンツの松井さんがアメリカでメジャーリーグ選手になると期待するほどの活躍は出来ない
と言っていましたと記憶していますが、ワ－ルドシリーズの活躍ぶりを見るとずば抜けた
活躍を小生はしたと思います。日本で野球をしていたら王さんの記録に最も近づく可能性
が有ったのも松井選手だと思います。そんな思い付きの予測を服部新聞で書いてもなんら
信憑性がないと思いますから、客観的な情報で皆様に伝えたいと思います。 
 日本国内の木材消費量は紙等のパルプ材を含んで年間 6000 万立方です。日本国内の森
林は年間 1 億立方成長しています。ということは需給バランスから見ると 2022 年度木材
価格は下がるとも読めるのです。 
 しかし何故昨年 2021 年 2 月過ぎからウッドショックが始まったのでしょう。その主な
理由が意外な所に有ったらあなたはどう考えますか。 
 日本は戦後高度経済成長をしました。その高度経済成長を支えたのは日本からの輸出で
した。ソニーのトランジスタラジオから始まって、現在は車が日本国の必要な外貨を稼い
でいます。主な輸出先はアメリカでした。そのアメリカから輸出一辺倒の文句を言われた
のが日米繊維交渉や日米自動車交渉でした。その交渉の為に日本の山が置いてきぼりにな
ったのです。置いてきぼりになった日本の森林が見直されているのですが、ここで為替の
お話をします。1 ドルが 240 円になったのが 1985 年のプラザ合意です。プラザ合意以降
日本の円は二倍以上の価値になったのですが、日本に輸出する木材の現地価格は倍になっ
たのです。為替のメリットが全て現地に吸い取られたのです。 
 コロナの為に世界中がパンデミックになり経済活動が制約され混乱していますが、パン
デミックの為に起こったウッドショックによって価格上昇したと思っている方が殆どだと
思いますが、そうではありません。40 年間継続して下がり続けた木材価格が地球温暖化対
策に最も貢献する資源と見直されてようやく値上がりに転じたのです。 
 石油・鉄鉱石等の化石資源は生産に何万年も時間が必要です。ということは有限資源な
のです。木材は超寿命の 500 年生の材も存在しますが、無限リサイクル資源なのです。 



服部商店から、負けないでオミクロン株セール 

昨年 11 月から始まったオミクロン株ですが、皆様も十
二分に感染対策を施し頑張って下さい。 

2022 年２月１日～２月２８日 

お得意先様向けのキャンペーン 

 

毎週先着にて、30,000 円以上（木材代金のみ・消費税・諸経費を除いて）御

買い上げの 5 名様に、アマゾンギフト券 5,000 円を差し上げます。 

 

新規のお客様限定のキャンペーンを実施 

 

50,000 円（木材代金のみ・消費税・諸経費を除いて）以上お買い上げの全員

に、アマゾンギフト券 10,000 円を差し上げます。 

 


